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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、主要な国民小説におけるリアリズムとロマンスの交錯を、グレイト・ブリ
テンとアイルランドの合同およびイギリス帝国の拡張といった政治的現実への文学的な応答として検証することである
。国民小説のこのように複雑な語りのモードが、イギリスの読者の共感を誘うことを念頭におく文化的他者の表象およ
び連合王国・帝国の理想的な支配者の表象に肝要であることを示した。ロマン派期小説の文学史上の意義、特にその伝
統的なリアリズムからの逸脱の意義をめぐり継続する論争に貢献した。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to examine the conflation of realism and romance in 
major national tales as a literary response to the political reality of the Union of Great Britain and 
Ireland, and the expansion of the British Empire. The findings have identified the intricate narrative 
modes of the national tales as crucial to the representation of the cultural other as well as the ideal 
leaders of the United Kingdom and the British Empire, which aims to evoke British readers’ sympathy. The 
results have contributed to the ongoing debate about the significance of the Romantic-era novel, 
especially its deviation from conventional realism, in literary history.
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１．研究開始当初の背景 
（１）本研究は、若手研究（B）「女性小説家
と愛国主義の創作―19 世紀英国小説を中心
に」(2006-2008 年度)および若手研究（B）「『国
民小説』とオリエント表象―19 世紀イギリ
ス・アイルランド文学史再考」（2010-2012 年
度）で得られた成果と視座を発展させたもの
である。これらの研究では、フランシス・バ
ーニー（1752-1840）、マライア・エッジワー
ス（1767-1849）、シドニー・オーエンソン
（1776-1859）、ジェイン・オースティン
（ 1775-1817 ）、ウォルター・スコット
（1771-1832）、チャールズ・R・マチューリ
ン(1782-1824)ら 18 世紀後半から 19 世紀初頭
の主要小説におけるイギリス国民の理想像、
連合王国のあり方、文化的他者、植民地の表
象を分析した。その過程の中で、エッジワー
スやオースティンの作品にみられるような
リアリズムとロマンスの要素の交錯をロマ
ン派期小説の系譜で体系的に検証する必要
性を痛感し、本研究課題を着想した。 
 
（２）イアン・ワットが『小説の勃興』（1957 
）で展開した、西欧プロテスタント的価値と
結びつくリアリズムを小説の規範とする文
学史観は、イギリス文学研究、アイルランド
文学研究、それぞれの潮流で相対化が試みら
れてきた。このような文学史の修正は、主に
イギリス文学研究では小説起源論、アイルラ
ンド文学研究では 19 世紀後半の小説研究で、
別個に展開されてきた。しかしながら、小説
が「勃興」して築いたリアリズムの伝統を崩
すことから従来評価の低かったロマン派期
小説の歴史こそ修正されるべきであると考
えられる。そもそも、ロマン派期研究は、６
大男性詩人（ブレイク、ワーズワース、コウ
ルリッジ、バイロン、シェリー、キーツ）の
作品研究に偏って繰り広げられてきた。最近
は女性詩人の作品や散文に対象を拡大し包
括的な研究を目指した潮流になってきたと
はいえ、同時代の小説研究は、作品研究、作
家研究、サブジャンル研究（たとえば、国民
小説、歴史小説など）がほぼ孤立した形で展
開し、ジャンル論の域に発展した研究は少数
に留まるのが実情である。体系的再評価の動
きは学術誌『ノヴェル』（Novel）のロマン派
期小説特集号（2001）を皮切りに 2000 年代
以降顕著になったが、散発的で難航している
ように思われた。特に、ロマン派期小説に特
徴的なリアリズムの逸脱を肯定的に再評価
しながらも、その意義をいかに説明すべきか
という問題をめぐる議論に多くの余地が残
されたままであった。 
 
（３）本研究開始後出版された『オックスフ
ォード英文小説の歴史』第 2 巻「イングラン
ドとイギリスのフィクション 1750−1820 年」
は、サミュエル・リチャードソン（1689-1761）、
ヘンリー・フィールディング（1707-1754）の
作品がセンセーションをよんだ後、小説ジャ

ンルが停滞期に入ったと従来みなされてき
た 1750 年〜1820 年の作品を、体系的に再評
価している。批評が成熟したという意味でも
小説史上重要な時代であったとする本書の
見解は、本研究の方向性の適切さを補強する
ものである。 
 
２．研究の目的 
（１）発展途上にあるロマン派期イギリス・
アイルランド小説のジャンル研究を進化し、
文学史観を修正・補完する。 
 
（２）リアリズムとロマンスを混在させる語
りのモードが、グレイト・ブリテンとアイル
ランドの「合同」やイギリス帝国の拡大とい
う政治的現実を表象するモードとして、いか
に機能しているか検証する。 
 
３．研究の方法 
（１）ロマン派期小説の基幹サブジャンルと
して「国民小説」(national tale)に焦点を当て、
「政治的現実」との交渉を共有した教育・職
業言説と独自に結びつけることで、難航する
再評価に新たな視座を寄与する。 
 
（２）「リアリズム」と「ロマンス」に関す
る概念や用語の再検討を行う。特に、マイケ
ル・ゲイマーの先行研究を踏まえ、「現実の
ロマンス」（romance of real life）というサブジ
ャンルに現れるリアリズムとロマンスの混
在に注目する。 
 
（３）理想的な国民像を文化的他者との関係
において構築する国民小説のテーマと、リア
リズムとロマンスを混在させる語りのモー
ドの関係を考察する。 
 
４．研究成果 
（１）「現実のロマンス」というサブジャン
ルにみられるリアリズムとロマンスの混在 
 
ゲイマーが再評価した「現実のロマンス」と
いう小説サブジャンルの主要作品を概観し、
特に代表作であるシャーロッテ・スミス
（1749-1806）の『現実のロマンス』（1787）
に注目した。フランソワ・ガイヨ・ド・ピタ
ヴァル（1673-1743）が著した底本（Causes 
Celebres et Interessantes avec les Jugements Qui 
les Ont Decidees （1735-44））とフランソワ・
リシェール（1718-1790）によるヴァリエーシ
ョンに対して展開される問題意識と語りの
技巧を分析した。スミスの改作は、真正であ
るとされている「事実」に固執しながらも、
作品が興味深くなるようにプロットや構成、
語りの技巧の改良を追及している特徴をも
つことを検証した。このことから、作品受容
への配慮が、リアリズムとロマンスの語りの
モードの混在の要因のひとつになっている
ことを考察した。 
 



（２）国民と文化的他者の表象 
 
主人公が理想的な支配者に成長する過程を
主な筋とする国民小説（たとえば、エッジワ
ースの『倦怠』（1809）やオーエンソンの『奔
放なアイルランド娘』（1812））は、その急展
開なプロットから、教訓性や感傷性に走る傾
向があると評されてきた。加えて、本研究が
検証したように、イギリスの読者にケルト辺
境を紹介する目的をもつことから、注などの
装置を用い、参考文献を引用しながら現地の
風習、伝統文化、言語の紹介を通し文化的他
者をリアリスティックに表象する体裁をも
ちながらも、連合王国体制の枠組みに順応し
うる存在として理想化する。このように理想
を混入してリアリスティックな描写を妥協
する特徴は、国民小説が出版当時は熱烈に受
容されたものの、正典的作品から脱落した経
緯と関連があるように思われた。しかし、文
化的他者を詳細にわたって捉えようとする
一方、標準文化がつくりあげる幻想をある程
度投影するといった国民小説の抱える矛盾
は、まさに帝国主義言説の表象行為の本質に
通じるといえる。したがって、イギリス帝国
の拡張を背景に展開する近代小説の本質を
理解するためには、国民小説がリアリズムと
ロマンスを混在させる語りのモードに注目
することが極めて重要であると分析した。 
 
（３）遠隔植民地の表象と読者の共感 
 
エッジワースやオーエンソンの作品は、アイ
ルランドのみならずインド等遠隔の植民地
表象を通し、拡張する帝国の植民地支配のあ
り方を提案している。たとえば、インドを表
象する主要作品のオーエンソン作『宣教師』
（1811）は、17 世紀インドを舞台に、ポルト
ガルからやってきたフランシスコ会の宣教
師とヒンズー教の巫女の悲恋を描いている。
イギリス対アイルランドという構図を地理
的、文化的に置き換え、時代設定も数世紀遡
る手法をとっている。一方、エッジワースは
『オーモンド』（1817）や「足の不自由なジ
ャーヴァス」（1804）で同時代のインドを表
象している。「足の不自由なジャーヴァス」
と共に『大衆向け物語集』（1804）に収録さ
れている「感謝に満ちた黒人」は、同時代の
ジャマイカの農園を舞台にし、黒人奴隷の処
遇のあり方を正面から捉え、近年特にポスト
コロニアル批評の見地から注目を集めてき
た。本研究を通して、もともとは連合王国内
の植民地主義（internal colonialism）の問題系
をテーマにアイルランドを主な舞台とした
国民小説が、このようにイギリス帝国がグロ
ーバルに拡張していく際の問題点を描くメ
ディアとしての小説の意義を強めた過程を
考察した。さらに、地理的、文化的に遠隔で
ある植民地へイギリスの読者の共感を喚起
するため、アイルランドを舞台にした作品で
用いた語りの戦略を発展させる必要が生じ

たのではないかと論じた。折しも、18 世紀研
究やロマン派期研究、さらには「法と文学」
の学際的分野で、「共感」（sympathy）の概念
の再検討が進み、文学言説との関わりの解明
も進んでいる。このような背景から、国民小
説における植民地表象の限界が読者の共感
の限界と連動していることを、一層広い文脈
で考察することができた。 
 
（４）文学言説と職業言説の融合 
 
上述の『大衆向け物語集』は、エッジワース
が主要小説の読者層よりも社会階層の低い
読者向けに書いたものである。教訓と職業言
説を織り込み、エッジワースが父親と共著で
著した教育論を例示する機能を持つ。出版当
時、フィクションのジャンルでは前例がない
ほど熱狂的に受容されたとされている。これ
らの物語におけるオリエント表象やカリブ
海表象は、エッジワースの主要小説よりも明
白に植民地の近代化を見据えた主従関係の
あり方を描いていることを検証した。さらに、
植民地支配のリアリスティックな描写と理
想化の間を揺れる語りのモードの力学を比
較した。特に『大衆向け物語集』がイギリス
の読者向けにインドやカリブの奴隷表象に
おいてリアリズムを妥協し、奴隷たちのイギ
リス人主人への忠誠を理想化する語りの戦
略に注目した。『大衆向け物語集』は、文学
言説と職業言説を融合させ、主要小説よりも
リアリズムとロマンスの語りのモードの幅
が広いことを示す特性をもつと分析した。 
 
（５）アングロ・アイリッシュ系作家と国籍
化された文学史の問題 
 
アングロ・アイリッシュ系作家のエッジワー
スとオーエンソンの作品は、『ベリンダ』
（1802）のようにイングランドを主な舞台と
したものを除き、通常アイルランド文学史の
系譜に置かれてきた。しかし、アイルランド
を舞台にした国民小説こそイギリス帝国拡
張期の小説の特色を示すものとして、イギリ
ス文学の系譜に従来より深く組み込んで検
討する必要性を提言し、国籍化された文学史
を横断する視座を強化した。 
 
（６）本研究課題の発展 
 
リアリズムとロマンスを混在させ帝国の支
配階級のあり方と文化的他者の表象を「ケル
ト辺境」から発信する「国民小説」のコロニ
アルな視座が、オースティンの「家庭小説」
でいかに変容されて転用されているのか、と
いう新たな論点を着想し、基盤研究（C）「コ
ロニアルな視線の順応化」で発展させること
となった。 
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